
食材2-2

１．近江米・麦・大豆

滋賀県の地形や気候が稲作に適していて、米が県農作

物の代表です。「コシヒカリ」「キヌヒカリ」「みずかがみ」「秋

の詩（うた）」「滋賀羽二重糯（もち）」など水環境に配慮し、

品質や食味を重視した「安全で安心なおいしい米づくり」に

取り組んでいます。

また、麦・大豆の生産量は全国で10位以内です。

２．近江の野菜・果樹・茶

京阪神など消費地圏に近いという利点を生かし、野菜つくりが盛んです。きゃべつ、は

くさい、だいこん、かぶなどの露地野菜、施設栽培のほうれんそう、ねぎ、しゅんぎくなど

の軟弱野菜やきゅうり、とまとなどの果菜類、施設を利用したメロンやいちごも人気があ

ります。また、地域には伝統野菜が多くあり、日野菜、万木

(ゆるぎ)かぶ、山田大根、伊吹大根など独特の風味や味が

好まれます。果樹では、かき、ぶどう、なし、いちじくを中心

に、産地直売、観光農園、市場出荷などが行われています。

また近江茶も有名です。

３．近江牛

特産の「近江牛」は、「豊かな自然環境と水に恵まれた滋賀県内で最も長く飼育された

黒毛和牛」と定められ、「口の中でとろけるまろやかさ」、肉そのものの香りが良いなどの

特徴があります。

４．湖魚

なれずしの中ではふなずしが代表的ですが、他にアユ、

ウグイ、ハスなどもなれずしに漬けます。湖魚はなれずしの

他、煮つけ、酢のもの、焼きもの、みそ汁、刺身や干物、燻

製にします。
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良質米として人気のある近江米は、品質や味を重視し環境にこだわった米づくりが進

められています。地域特産として注目されている伝統野菜、日本三大和牛の一つ近江

牛、琵琶湖の幸など、食材は豊富です。

写真2-２-1　新品種　きらみずき

滋賀の食事文化研究会　 中村 紀子
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トピック 滋賀の酒 －豊かな自然と伝統に育まれた、香り高い、近江のお酒－

１．滋賀のお酒の特徴

滋賀県の清酒は、口含むと、穏やか

な甘味や旨味の膨らむ味わいの中に、

しっかりとした酸味も感じることがで

き、冷酒・燗酒等幅広い温度帯で楽し

むことができます。

純米酒は、香りは控えめながらも、

米に由来する香りのほか、酵母により

形成される果実様の香りを感じられ、

純米吟醸酒は、果実様の華やかな吟

醸香を感じられます。

いずれも甘味、旨味、酸味、香りの

バランスのとれた、飲み飽きしない酒

質が特徴となっています。

２．滋賀のお酒の歴史

江戸時代、京都と江戸を結ぶ東海

道、中山道など街道沿いや宿場町で酒

造りが盛んに行わるようになり、明治

時代には大津市に能登衆（能登杜氏）

斡旋所である「北国屋」ができ、ここを

起点として、数多くの能登杜氏が滋賀

県内の酒蔵で酒造りをし、蔵人同士が

切磋琢磨してきました。

３．隠れたる美酒の宝庫

世界のお酒の中でも、日本酒ほど

水を厳しく選ぶ酒はありません。なぜ

なら、水の成分が製品の一部になるば

かりでなく、原料溶解や発酵の場に

なったり、麹の酵素を導く役割を持っ

ているからです。また、日本酒の原料

である米の良し悪しも重要であり、特

に蒸して軟質のもの、粒が大きく心白

(米粒の中心部にある白いうるみ)の

あるものが良いとされています。

この酒造好適米の栽培は、山寄りの

傾斜地で、水のきれいなところが最適

であり、昔からこういった地を選んで

酒蔵も建てられました。

県面積の６分の1を占める琵琶湖を

有する滋賀県は、東の伊吹山地、鈴鹿

山脈、西の比良、比叡山地に囲まれた

盆地です。

古くからの穀倉地帯として知られ、

県産酒の多くは、こうした山々を源と

する良質な地下水で仕込まれていま

す。名水あり、良質な米あり、滋賀県

はまさに酒造りに最適な地であると言

えます。

写真Ｔ-１　味わい深い滋賀の地酒

写真Ｔ-２

良質な地下水・米から造られた滋賀の酒

滋賀県酒造組合　 土井 一成
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